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講演要旨＊

　G　S　R－3号井は熊本県阿蘇郡小国町岳の湯地域の地

熱調査を目的とする調査井ぞ，昭和43年12月に掘さくを

終了し，自噴を開始した坑井である。その自噴流量の測

定については，今日まで計5回実施されてきたので今回

ここにその測定装置・方法・結果にっいてとりまとめて

発表する．

　1）　測定の方法

　G　S：R－3号よりの噴気は，V・わゆる湿り飽和蒸気で

あって，蒸気と熱水の混合流体である．そのため計測用

セパレーターを通して分離し，蒸気量はオリフィス流量

計，熱水量は四魚ノッチ（堰）により，坑口圧力（ゲー

ジ圧）4・5・6kg／cm2の各圧力について測定した。

　2）　測定の結果

　セパレーター分離後の蒸気量は4kg／cm2（ゲージ圧）

で6・5TIH前後でほぼ一定であるが熱水量は同一圧力で

19TIH～29TIHの増加を示している．これは坑井内

の比較的浅い部分で飽和温度以下の熱水の混入によるも

のと思われる．

　3）　ロ元圧力換算

　このような湿り飽和蒸気量は測定箇所の圧力等に左右

される．従って蒸気流量をこれらの計測装置の容量・形

式に左右されない坑井個有の値として示すため，セパレ

ーター分離後の蒸気・熱水量を等エンタルピー変化とし

て口元圧力での流量に換算した．

　4）　噴気中の坑内状況について

　噴気中の坑内流体の状態をみるため，噴気中に坑内圧

力・温度・流速（スピンナー流量計）の測定を行ない，

各深度での蒸気・熱水量・流速の変化を求めた．測定は

坑口圧力5．5kg／cm2（ゲージ圧）で行なった．またこれ

らの測定から本井では211～217mに飽和温度に達した熱

水が蒸発をはじめる，いわゆる熱水面の存在を確認し

た。なお上記の流量測定の方法は，現在九州電力㈱が大

岳地区において測定されている方法に準処したものであ

る．　　　　　　　　　　　　　　　（物理探査部）

地熱地帯の束沸石について
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　束沸石は，理想式ca4Al8Si28072・28H20の化学組成

を持ち，安山岩や玄武岩の晶洞に多く見られ，またグリ

ーン・タフの脈としても産出する．最近，本鉱物が丹沢

で弱変成自生鉱物として火山ガラスを交代して産出する

ことが報告されている．しかし，自生鉱物としては，こ

のほかにはほとんど知られていない．自成鉱物としては

産出のまれな束沸石が，熊本県岳の湯の活地熱地帯の変

質帯に生成している．

　この束沸石は，明ばん石帯・カオリン帯・モンモリロ

ナイト帯にわけられる地表変質帯のうちのモンモリロナ

イト帯の白色粘土層中に生じており，共生鉱物は石英と

モンモリロナイトである．このほかに，深度約40mのボ

ーリングコアにも脈状に生じているが，このような産状

は，かなり多くの温泉地帯で報告されている．

　試料は重液分離を行ない，X線回折，示差熱分析で同

定し，不純物を含まないことを確認してから化学分析を

行なった．その結果を第1表に示す．

　　　第1表　　　　この表から化学式を求めると
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　分析：前田憲二郎

は次のように考えられる．

　束沸石は輝沸石より浅い部分に分帯されるが，浅所が

高温になる機会は一般に少ない．また，浅所では，熱水

は多くの場合酸性となり，沸石の生成には適さない．さ

らに，束沸石は，高圧では不安定になるのではないかと

予想される。たとえば，続成的なやや深い場所では，束

沸石と輝沸石のうち，かならず輝沸石が生じており，こ

のことは束沸石が低い圧力の下でのみ安定であることを
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Kα06Nao．06Ca3．56Mg軌11Feo，22

AI8．4g　Si27．58072・28．52H20と

なり，多少イオンの交代が生じ

ている．

　屈折率の測定は浸液法により

行なV・，α一1．4850士0，0015

β　ニ　1。4900±0．0015

γロ　1．4975＝ヒ0．0015

という値を得た．

　次に生成条件にっいて，今ま

での産出例から若干検討した．

文献によれば，束沸石よりH20

が1分子少ない輝沸石は，グリ

ーンタフ地域や地熱地帯で多く

記載されているが，束沸石はそ

の産出がまれである．その理由
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示すものと考えられる．

　以上の議論は，明確な理論的根拠に基づくものではな

く，現在までに報告された産状からの推定であり，実験

や新たな産出状況の記載によって，より一層確実なもの

にしていく必要があろう．　　　　　（応用地質部）

草津白根山，万座周辺の地表水について

阿部喜久男

　群馬県企業局の依頼により，この地域で地熱開発調査

の一環として，43・45年度に，噴気ガス・温泉水の基礎

調査を行なった．今回は地熱開発前の基礎資料を得る目

的で，水釜を含む池7カ所，沢水・河川水の15カ所合計

22カ所の水質分析を行なった．

　1水温の最も高いのは，池15℃，低い値は沢水の6。5℃

であり，各採取地点の水温は気温に近い値を示した．水

温の平均値は10℃，気温は9℃であり，水温と気温は正

の相関関係を示した．

　硫黄鉱山の飲料水用沢水および一部の河川水ではpH

6・6～7・3の範囲でほぼ中性の値を示した．このほかの沢

水および河川水の大部分はpH2。1～3。8の範囲の酸性

を示した．

　水質の特徴は，溶存成分として一般に，硫酸イオンが

多い．多くの地表水や，池の水はsO42一が66mgμ以

下，固形成分総量は100mgμ以下である．しかし，特

殊な状況におかれた酸性水，すなわち，がん洞沢・谷沢

川・万座川・白根釜は，著しくSO42一が多く，これらは変

質帯または，硫黄鉱山の鉱砕に原因する．またSO42一と

pEとは正の相関を示すことから，強酸性を示す原因は

硫酸の影響によることが明らかである．

　以上の結果から，地熱開発が行なわれる場合，今回の

水質調査は，水の利用に関する資料として貢献すると思

われる。　　　　　　　　　　　　　　　　（技術部）

地熱地域の第四系の1給年代測定結果

　　　　の中間的総括

角　　清愛

　松川・玉川および滝の上の3地熱地域において第四系

の層序学的調査およびそのUC年代測定を行なった．層

序と温泉変質帯・温泉沈殿物との関係と，上記測年結果

から熱水系の持続期間の推定を試みた．

　この結果，3地域とも5，000年より古い地熱活動が立

証され，玉川ではさらに33，000年より古い時代まで地熱

活動が追跡された．

　この研究は地表で生成した地熱現象の化石を研究対象

としているので，埋没した熱水系はおのずから考察の範

囲外となる．また一っの地熱地帯の区域のとり方も一つ

の問題となる．にもかかわらずこの結果は従来，全くお

く測の域をでなかった熱水系の寿命の問題にある程度貢

献すると思われる．　　　　　　　　（応用地質部）

熱水注入井の坑井内調査の一例

馬場健三

　地熱蒸気井から蒸気に伴ってえられる熱水を地下に還

元することが行なわれる．今回調査したのは，その注入

のための坑井に関してである．坑井深度約850mで深度

約500mまで水止め管が入れられてあり，それ以深には

孔明管が入れてある．

　調査の目的は1）坑口より注入する水はどの深度から地

層中にはいっていくのか，2）現在坑口より140TIH：の割

合で注入している（1971年7月7日開始より測定日まで

ll3目目）が今後いつ坑口より圧入が必要となるだろう

か，3）現在の注入の割合を増加させたらどうか，などで

ある．

　1）については注水中の坑井内温度分布を測定すること

からその推測を行なった．注入している水の温度は90℃

であり，坑井内の地層温度は深度500m以深で150～

200℃と考えられている．測定結果は測定された最深の

780mまでほとんど変化なく，それまで単調に93℃に増

加しているのみであった．注入されてV・る水は780mよ

り深いところで地層中にはいっていると解釈できる。

　2），3）につV・てはVanEvERDINGENの理論に基・づい

て調査を行なった．

　厚さ一定の均質等方の多孔質媒質が水平層状に存在す

ると仮定し，それを貫く坑井から一定時間一定の割合で

流体を注入し，それをとめた場合の坑底圧変化の理論式

をもととし観測結果より，注入した水がはいって行く層

のtransmisibityを見つもった．そしてその結果を用い・

2），3）の問題をとくための理論曲線を作った．その結果

によれば現在の割合で注入をしていれば，現在までの注

入時間（ll3日）の10倍を経過しても口元圧入の必要はな

いだろう．しかし2～3割増の注入が行なわれていると

したら10倍時問経過時には口元圧入が必要となるなどの

結論になった．

　　　　　　　文　　献
V。EvERDINGEN（1968）：Fluid　Mechanics　of　Deep－

　　　well　Disposals，　Subsurface　disposal　in

　　　geologic　basins，AAPG　Memoir10，p．32．

　　　　　　　　　　　　　（物理探査部）
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